
シナリオ『狗児爺浬繋』を読んで
一-5巨豆長カ3 ら一一

江上幸子

北京師範大学留学中の小塩さんから、 当地で灯評を|守した話由JIi'狗児爺

出繋』の劇評が寄せられた。舞台道具を極力排しシルエットを浮き上がら

せた舞台効果、諮誕味あふれるセリフ使いがとても印象的であったと、最

近帰国した他の留学生も同線の感想を述べていた。顧賜『話劇舞台上的現

実主義芸術力量』も、象徴主義的な手法を多用して主人公の内面心理を表

現しようとの演出を、 勇気あるものとたたえ、この劇の成功の一因に数え

ている。

生の費台を見ることのできないわれわれは、シナリオによってその好評

の原因を探るしかない。シナリオは錦雲の作。なじみは薄い作家だが、 19

80年短編小説コンクール五位入賞の『栄人王老大』を、王毅と共同で書い

た作家といえば、思い出す人も多いだろう。人々からは「のろま Jと呼ば

れ、口も手も頭も村一番の無器用ものだが、実直で心担が優しく、正しい

と信じたことはやり通す王老大。木こりの腕前にかけては「状元」であ

る。副業が悪と見なされた文革の時代に、 子供達が飢え凍えるのを見かね

て、王老大は違法を承知で木を伐りに行き、雪山で命を落とす・・・。

この『栄人王老大』は当時、 「農村における極左思想を批判した」と し

て中国で高い評価を得た。小説自体は格別に出来の良いものとはいえない

が、確かに文革直後の一つの時代の典型的な作品といえよう。劉心武『班

主任』や張抗抗『夏』などと同様に、従来の「先進分子J• r利口者」が
実は極左思想の体現者であり、 「落後分子 j ・「はかJが実は真の肯定的

人物であったというように、文革中の価値観の 180..llの転換をはかつてみ

せた作品である。

しかしこれらの作品は、鮮やかな価値転換の描写で強烈な印象をわれわ

れに与えたものの、一方で依然として、 「正面人物」は 100%の「正問i人

物Jであり「反面人物Jもまたしかりという、従来の中国の小説における

人物形象の造形法から抜け出るものではなかった。人IUJを「正面i人物Jと
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「反面人物 jとに二分するとらえ方から臼由にはなりきれず、 「正面人

物J・「反i面人物Jとされがちの人間が生れる背景にまで突っ込んだ思与

はみられなかった。

今回の話劇が好評を博した原因は、舞台演出や主役の椀技もさることな

がら、主人公・狗児爺の描き方が、 1980年当時の農民形象にくらべて、格

段の深まりをみせていることにあるのではなかろうか。この話劇中の人物

を一一狗児爺のみならず、極左政策の現場の遂行者である李村長、狗児爺

を拾てて李村長のもとに走るi馬金花から、旧地主の祁永年に至るまで、上

述の人間の二分法でとらえることは難しい。中国の評論のなかには、狗児

爺を上地に執着する、小生産者意識から脱しきれない「落後分子」ととら

え、息子の大虎を、中国の新しい経済政策を実践する「先進分子」とする

ものもあるようだが、小塩さんも論じているように、妥当な見方とはいえ

まい。

狗児爺はかつて地主から受けた屈!手・苦しみを忘れることなく、階級的

な憎しみを抱き統ける。しかしその反面で、自分の暮しがかつての地主ほ

どに豊かになること、地主のような体面が保ちうるようになることに、異

様なまでの執念を燃やす。彼はまた、農作業や開墾や家畜の世話に骨身を

惜しまず精を出す。だが、土地や作物や家財に激しく固執し、それらを肢

け目なくわがものにしてもいく。こうした狗児爺は、新社会となり土地改

革の成ったあとの一時期には、 「先進分子jでありえたのだが、やがて合

作化の時代になると、 「議後分子Jとされてしまいがちである。しかし、

彼の勤勉さと所有欲は切り離しがたい表衷一体のものであり、それらの原

動力の 一つである地主への憎悪と羨望もまた、|司掠のものである。ところ

が、単純にその一つの面を「忠」として克服することを要求されたとき、

もう ---つの而もまた瓦解してしまい、発狂という狗児爺の不幸がここから

始まっていく。

だが、狗児爺の側もまた、極左政策の実行に直面したとき、よかれあし

かれ農民の本領とされる土地への執着を貫いて、 1~抗した挙句に発狂した

というのではなかった。 r合作化すれば電気も電話も」という李村長の言
葉を信じてしまい、また、 「黒い膏薬」という落伍のレッテルを張られる

ことを恐れて、彼は土地や馬を差し出してしまう。しかも、合作化ののち

に自分の土地や馬がかつてのような丹精こめた|世話を受けていないのをみ
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ても、改善の努力も批判もなしえず、狂っていくことしかできなかった。

そして、文革が終り「現代化」の時代が来て、自分の土地や馬が戻り正

気となった狗児爺が、過去のことは水に流して息子とともにやり直そうと

したとき 、すでに農業は「時代遅れ」となっている。農民の勤勉さも土地

への執着も、また地主への憎悪も羨望も持たない息子たちは、楽に「発

財Jできる工場を始めるといい、狗児爺が土地改革で得た旧地主の門機

を、じゃまだとして取り壊そうとするのである。取り壊しの日の未明、狗

児爺はなすすべもないままに、 「とうとう俺にかなわなかったなJと笑う

地主の幻影を見ながら、門楼に火をつけて失践してしまう・・・ 。

『中国文学家辞典・現代四』によれば、錦雲は1960年代半ばから 1970年

代半ばまで農村に暮らし、公社党委員会の副書記などを勤めながら、農村

文化工作に当たったという。長い間の農村での生活が、結果として最も激

しく「政治に弄ばれる Jことになってしまった農民への同情を、錦雲の心

に育てたのだろう。狗児爺の運命的な悲劇の描写に、われわれは作者のそ

うした深い同情を見ることができる。

同時に、錦雲がこの作品に織り込んだものは、単に同情のみではなく、

自己批判一一劉再復の言う「自己審判性反思j一一の念でもある。つま

り、 『家人王老大』のように、農民は純朴で正しかったが、極左思想によ

る指導がまちがっていたのであり、農民はその被害者だったというのでは

なく、農民もまた誤った農業政策をそれぞれに支え、あるいは少なくとも

それを批判できなかったという意味において、結局は極左思想の加担者

だったのであり 、文革という悲劇を経た今も少しも変わっていないのでは

ないか、との意識が『狗児爺浬襲』にはみられる。そしてさらに、農民の

そうした「弱さ・脆さ Jが実は、農民の「強さ・したたかさ Jとしてしば

しば讃えられてきたものと表裏一体の、簡単に切り離して考えることはで

きないものではないかという、人間ないしは人間性の二分法への作者の疑

問、また、農民の「発財」にかける喜劇的な執念が、狗児爺の父の代から

変わることなく息子の代へと引き継がれていく 一方で、良くも悪くも農民

の本領とされていたものをなくしてしまっている次代への作者の懸念が、

この戯曲からは感じられる。

農民形象に託した『狗児爺浬繋』のこうした自己批判は、決して単に農

民にのみ向けられているのではなく、作者自身をも合む全ての人々に問い
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かけられている、と言えるのではないだろうか。顧蟻の劇評に言う「観衆

の笑い声、それは苦笑いである Jとは、狗児爺という形象のなかに、みず

からの「被害者」の姿とともに、 「加担者Jの姿を見出した観衆の笑いな

のではあるまいか。

当 1~ヨζ等主司干多毛壬三z伊j 壬主主舌重力 OJ 言己多ま
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